
様式１０　評価テーマに対する提案
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安全で合理的な通学動線
歩車分離の徹底：教職員・来客・サービス車両の動線・駐車場、自転車通学の動線
（自転車レーン）・駐輪場を各々独立配置し、歩行者の主動線となる十日市ストリー
ト・南ストリートと明確に区分することで、安全な歩車分離を行います。

児童クラブとの一体的整備：児童クラブとの兼用により、南駐車場内にサービス・来
客の車両動線を設け、車道を明確化します。

自動車・スクールバス通学の利便性：児童クラブ前での乗降を想定。雨天時には、テ
ラス下を歩行します。

安全な通学路：石見銀山街道を避け、中学校北側通路、覚善寺参道、南ストリート、
南西側取り付け道路に通学路を集約し、登下校の安全性を高めます。

広範な見守り視野：管理諸室や保健室は、東門・南門・西門、グラウンド、スクールス
トリートが見通せる配置とし、校舎内部の吹抜に面することで、通学や移動時、校舎
内の見守り、外来者のチェックが容易なセキュリティの高い計画とします。

多様な学びのスタイルに対応するコモンズとネットワーク
学びの拠点：役割・かたち・学習材の異なる４種類のコモンズ（学
年・教科・メディア・支援）で、多様な学びの拠点を構成します。

メディアネットワークによるユビキタスな学びの場：さまざまなコ
モンズの機能的・空間的な連結により、メディアネットワークを形
成します。学校全体にコモンズとメディアをセットとしたユビキタ
スな（いつでも・どこでも・誰でも・自由な）学びの場により学習
形態・内容、嗜好性に応じて、児童生徒が最適な場とメディアを
自由に選択でき、主体的・対話的学びを促します。

小中間の多様なつながりを生み出す「パノラマプラン」
小中の区分：小学校学年コモンズ（CM）を１・２階に、中学校学年
CMを3階に配置することで小中を明確に区分します。

対面配置による視覚的なつながり：学年CM・メディアコーナー、支
援CM、教科CMを３層の吹抜を介して対面配置することで、小中間
や要支援児童生徒との視覚的な「見る・見られる」関係や気配の
伝達が強まり、異年齢の多様なつながりが生起します。

開放性による表出：吹抜に向けて各コモンズのOSや開口部などが
開放的に向き合うことで、ヒト・モノ・コトが表出し、視認性の高ま
りや通りがかりの偶発的出会いを促します。

交流の場としてのメディアコモンズ：各コモンズが向き合う中央部
に、吹抜・メディアライン（回遊動線）・メディアステップ（中間
階）・大階段・メディアホール・マルチルームなど、多彩な空間形態
で構成されるメディアコモンズを配置し、コモンズ相互を視覚的・
空間的につなぎます。開放性・連接性・場の独自性によってアクセ
シビリティの高い学校全体の共用空間であるメディアコモンズで
は、多様な児童生徒の学び・活動・生活が展開されます。場の共
用を契機として、予定的・偶発的で直接的な異学年交流や出会
い、協働活動などの異年齢のつながりが生起します。

学習環境の機能性と利便性
メディアとフレキシビリティを備えたコモンズの段階構成：多様
な学習形態や教育方法の変化に対応するフレキシビリティの高い
空間と豊富な学習材をセットで備え、学年、２学年、低・中・高学
年、全体、地域などの、多様な集団単位に対応するコモンズの段
階的な配置により、利便性と機能性の高い学習環境をつくります。

通過動線の回避：学年・支援・教科コモンズは、通過動線のない
安定したスペースとし、学びに集中できる環境とします。

発達段階に応じた教室周りの計画による機能性の向上：動的・面
的活動領域の狭い低学年に対し、学年が進むに伴い変化する学び
方（個別的活動が中心、多彩な学習メディア）に対応し、普通教室
（CR）周りのつくり方を段階的に変える計画とします。

STEAM教育：サイエンスとアート＆クラフトの教科コモンズを上
下に配置し、吹抜・階段での一体化・連携を図り、教科横断型な
どの教育方法の変化に対応します。

主体的な活動と創造性を発揮する場づくり
フレキシブルな面的スペース：学年コモンズ・教科コモンズのオー
プンスペース（OS)のフレキシブルな面的スペースにより、探究的な
学びの調べ学習・グループ作業や討論・発表などの主体的活動を
支援します。

情報発信＋ハレの場としてのメディアコモンズ：吹抜内の大階
段・メディアホールやマルチルーム、メディアステップなどの変化
に富んだメディアコモンズは、多様な学習メディア・情報を提供し
ます。発展的・創造的な活動の場になり、学校全体からの視認性
の高いハレの場として学習成果の発表に最適な空間です。

ICTを活かした場の選択：学校全体にICT環境を整備することで、
多様な性格の空間と学習メディアのある場の選択の自由度が高ま
ります。

ICTと相乗する環境：バーチャルの進展は、具体の教材によるリア
ル教育の重要性を高めます。特別教室周りの教科ラボやガラス張
りの準備室により具体の教材へのアクセシビリティを高めます。

地域の迅速な避難と設備対策
避難階への迅速な到達：地域からの避難用に西門・南
門側に、屋上テラスと直結する屋外階段を設け、迅速
な避難を図ります。

設備の上階設置：サーバー室、貴重品庫、防災倉庫を
上階に、電気・機械設備を屋上に設置し、浸水に備え
ます。

体育施設への移動の利便性
屋根付通路：昇降口と小学校屋内運動場・プールを最短
で繋ぎ、安全な動線の確保と雨天時の移動に対応します。

スムーズな敷地間移動：昇降口の東寄り配置、北側通路
からの入口の新設により、敷地間移動を最短にします。
覚善寺・幼稚園や民家と協働して、沿道の修景や学校情
報の発信、見守りなど、スクールストリートとしての将来
整備を検討します。

利用の多様性への配慮/ユニバーサルデザインとアクセス
ユニバーサルデザイン：各ストリートをはじめ外部のバリアフリー化、ユニバーサルト
イレ、高さの異なる手洗いや家具、適切な位置のエレベーターなど、体格差や障害、
個性に関わらず、誰にも安心・安全な校舎を計画します。

高いアクセシビリティ：３層吹抜による視認性の高さ、回遊性のある明快な動線、サ
イン・色彩計画により、各所へのアクセシビリティを高めます。

保育所・児童クラブとのつなぎ：保育所との往来動線を継承し、近接する校庭に遊具
を配置することで、交流や連携を促します。児童クラブの敷地と一体化し、車両動線
を児童クラブ南駐車場内に設けて、歩車分離を明確化します。

不登校対応：保健室脇に入口を設けて、スペシャルサポートルーム（通級兼用）を設
置します。

周辺地域への配慮と景観づくり
山並み景観の保全：地域からの山並み景観に配慮して階高・ボリュームを押さえます。

階高の抑制による圧迫感の低減：全体を３層構成にした上で、住宅に近接する南西
部を２層とすること、グリーンポーラスにより校舎ボリュームを分節化し、周辺住宅地
への圧迫感を低減します。勾配屋根により、住宅景観との連続、調和を図ります。

緑化：既存樹木の保全と十日市ストリートや校舎周辺の緑化などにより、周辺地域
にも緑景観を提供します。緑は視線や音のバッファとして周辺環境を保護します。

地域のシンボル：地域が愛着や誇りを持てるようなシンボル性のあるデザインとしま
す。これまで親しんできた動物舎、動輪、遊具、記念碑などを継承します。

施設一体型の特性

地域特性

敷地を横断する市道による
開かれた学校の継承・発展

多様なヒト・モノ・コトを繋ぐ
ことにより進化・深化する学校

多方向の通学動線、分散型の
学校施設の結節点となる学校

豊かな自然環境、歴史的環境と呼応

単独の学校では得られない
　ヒト・モノ・コトの多様性の触発

９年間という時間の長さを活かした
独自の学び・活動の場づくり

受け継がれてきた敷地の特性を生かし、多様なつながりと安心を育む学校づくり施設一体型と地域の特性を活かした未来に向かう学校

学校全体がユビキタスな学びの場：コモンズとメディアネットワークによる創造的な学習空間

未来に向かう学校
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交流活動・合同授業もできる大空間のメディアホール

メディアコーナーにあるくつろげる小上がり 地域に開かれ交流の場となる縁側広場

セキュリティ区分による開かれた地域スぺース
地域とつながる十日市ストリート：慣れ親しみのあ
る市道を継承、発展させ、地域と学校をつなぎ自由
な立入りが可能な「十日市ストリート」「縁側広場」
（フリーゾーン）をつくります。

地域の居場所・拠点：十日市ストリートに沿って、開
放的な地域サロン兼PTA室、地域と学校の中間領域
であるオープンな地域ラウンジを配置。1次セキュリ
ティチェック（SC）を経て立ち寄る地域の居場所・地
域拠点（1次セキュリティゾーン（SZ））です。

まとまりと段階性のある地域スペース：コミュニ
ティ・スクールにおける地域学校協働活動の場、地
域利用の場として、１次SZに連接し２次SCを経由して
家庭科調理室・メディアステップ（低学年）・マルチ
ルームを配置。各階教科コモンズなどの特別教室群
を配置することで（２次SZ）、地域利用エリアをまと
めるとともに、地域が段階的に学内に立ち入る計画
とします。

セキュリティゾーン（SZ）：地域の立ち寄り可能エリ
アを3段階にゾーニングし、連接配置することで、学
校の活動領域との交錯を回避して安全性を高める
と共に、スムーズでグラデーショナルな地域の浸透
と連携を促します。

地域の相談機能を備えた保健室：十日市ストリート
に沿って保健室を配置します。養護教諭二人体制を
活用して、地域の子育て相談、健康相談が可能な開
かれた相談スペースを設置します。

学校の活動と地域活動の融合：武道場1階には水回
り・倉庫・部室を配置。既存の木工・金工室を活か
し、地域も利用できるクラフトスタジオにします。

他校の利用に対応するゆとりとハレの場
ハレの場としてのメディアコモンズ：保育園、他校児
童などの来校者が使いやすい１階に、交流活動・合
同授業に利用できる広さと高さのあるメディアホー
ル、大階段、マルチルーム、メディアステップを配置
します。吹抜による視認性の高さは交流活動に生彩
を与えます。

ゆとりある普通・特別教室周り：普通・特別教室周
りもOSやメディアコーナーなどのゆとりのスペースに
より、合同授業や交流活動が容易に展開できます。

通級学級の利便性：他校からアクセスしやすいよ
う、十日市ストリートに通級教室＋入口を設置します。

教職員間の交流：ゆとりのある交流ラウンジやマル
チルームの活用により、他校の教職員とのスムーズ
な交流が可能です。

不登校や多様な特性への配慮
不登校専用の入口：不登校児童生徒のために昇降口
とは別の専用の入口を設けます。

普通教室との距離感の選択：保健室に近接して不登
校対応のスペシャルサポートルーム（SSCR）、校舎全
体を巡り多様な場を備えるメディアネットワーク、普
通教室（CR）周りの線的OSやデン（低学年）などによ
り、不登校の段階や個々の児童生徒の特性・嗜好性
に応じCRとの距離感を選択できるよう多様な居場所
をつくります。

個別の特性に対応する支援コモンズ：学習・リラッ
クス・生活コーナーを有する特別支援学級（2・4室）
と個別・集団、動的・静的活動に対応するプレイ
ルーム、カームダウンスペース、水回りなどの構成に
より、一人ずつ異なる支援状況やハンディ・特性にき
め細かく対応します。それぞれが選択可能な柔軟性
や多機能性のある環境とし、自分のペースによる学
びと生活が展開できます。

学年コモンズとの同列配置：各階の学年コモンズと
同じ並びに特別支援学級を開放的に配置すること
で、CRとの視認性、連携・往来・交流を容易にし、イ
ンクルーシブな学びの環境をつくります。支援コモ
ンズを、上下で同じ位置に配置することで、特別支
援学級間の連携を高めます。

ウェルネスエリアの通級学級：不登校対応・通級・
保健室とを十日市ストリートに沿って集約的に配置
します。相互連携しやすく、支援内容・方法の異なる
児童生徒へのきめ細かい対応、総合的・体系的支援
を可能とするウェルネスエリアを形成します。

性格の異なる場の選択可能性：静的で閉じたデン、
カームダウン、クワイエットスペース（QS）から動的で
開かれたプレイルームやメディアコモンズ、OSまで、
自らの嗜好や気分に応じて好きな場を選び、自分の
ペースで学び、過ごすことが可能な計画とします。

「使い方・コト」にあわせた兼用による、多機能で高度化された「1＋1＝3」の学校づくり
「1＋1＝３」：小学校と中学校を併設するのではなく、
小中領域の一体化・共有化を図ることで、床面積の縮
減だけでなく、単独校では得られない多機能で高度化
された「1+1＝3」の学校づくりを目指します。

教科対応から機能対応へ：単なる兼用ではなく、音楽・
英語の音を出す活動に適した部屋（スカイホール）とす
るなど、使い方・機能に適した室やスペースを揃え、教
科の枠に拘らずに利用する計画とします。

エディタブルな空間：間仕切を移動したり、使い方に合
わせられる自由度の高い空間で構成し、用途に応じて
編集可能（エディタブル）な設えとします。

メリハリのある予算活用：外構計画では可能な限り既存
を活かし、必要な撤去・改修に留め工事費を削減します。

風と光と緑を活かす省エネ学習環境、学校の施設特性を踏まえてZEB Readyを実現
・深い軒による日射抑制、採光や通風用の開口部を設けるといった伝統的な手法と、熱交換換気や太陽光
発電設備等の環境技術を、費用対効果の高い手法から採用し、「ここにある」自然エネルギー活用による
効率的な施設運用を実現します。

・これまでの複数のZEB化施設の実績をもとに、学校の特性を踏まえたZEB Ready化を行います。

・高断熱化・高効率機器の採用により、一次エネルギー消費量の50％削減を実現します。

耐用年数100年を見据えた長寿命の学校
・本施設の特徴を踏まえた工夫により、ランニング
コストを抑えつつ耐用年数の長い、長寿命の学校
をつくります。

・将来の児童生徒数・クラス数の変動に対応しやす
い教室配置や乾式間仕切の採用によりフレキシビ
リティを高め、将来の改修費を抑えます。

市道で工事範囲を区分することで安全を確保し、学習環境・住環境を守る
・新築工事の範囲を市道より南側におさめ明快に
安全区画し、北側敷地内は現状通りの学校活動
ができるようにします。

・新築工事の車両出入りは西側からとし、登下校に
は北側敷地内で東西通り抜けを確保します。

・各解体工事は新校舎と反対側から出入りとします。

・軒や庇による窓・外壁の汚れ抑制や、清掃に利用
できるバルコニーを配するなどメンテナンスを容
易にします。

・耐久性の高い仕上材の採用により、修繕の軽減と
周期延長を図ります。汎用材料・器具の採用によ
り交換・復旧や日常点検を簡素化します。

地域に開かれ、多様な人の関わりが学びと共創を生む学校 多機能・高度化が合理性につながる経済的な学校


